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外語大の一つの意味

国際関係論・助教授 中 嶋 嶺 雄

現段階κ珍いて， 諸君にその自覚はないかもし

れ ないが， 諸君の大部分は， やがて本学を卒業し

てまもな〈， それぞれの分野で国際的接触の第一

線K立つ宿命にある。そのような諸君主の個々の国

際的 接触そのものが， 日本の対外的イメージを形

成し， 対日評価をもたらす要素Kなるのだから，

そのこと自体が一つの“日本外交%のであり， 外

交とはなにも政治家や職業外交官だけのものでは

ないのでるる。ζのようK考えたとき， 本学K入

学した諸君の任務は大きし責任は重い。そうし

た自党に基づいて．外語大生としての誇bを忘れず

K， 大きく胸を張って進んでいってほしい。

本学は， 外国語研究の綜合大学であるが， 同時

K地域研究や国捺尉係論を修めるととのできる外

国学の綜合大学であるべきであD， 私たち教官も

そのよう左方向性を求めて模索している。従って，

諸君は， 外国語を十分に身十てつけたうえで， それ

ぞれの地域研究や国努関係論のスペシャリストK

なb得るという点で， ある意味では他大学ではな

し待ないもっとも有利な勉学環境Kあるとい える

ふてあり， それだけに他大学の学生よタも厳しく

負担の多い勉学を要求されるのである。とれは喜

ぶべきu特権”ではなかろうか。 乙のu特権”を十

分K活かし得るか， それKよって押しつぶされて

しまうかは， ひとえに諸君の主体性Kかかってい

る。

ととろで， 私の専門vc則して少しく述べるなら，

国際関係論（In t e r n a t i on a I Rel at ions ) 

という学問分野は， 最近， 一寸した流行κもなっ

ているかκ見えるが，それをどうとらえ， 位置づけ

てゆくべきか， いまだ試行錯誤の段階Kあるとも

いえる新しい学問分野である。それだけK， 安易

な到達点を求め得るものではないのだが， 幸Kし

て， 本年度から国際関係論の講座が正式な予算措
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置を伴って設置される乙

とになった。

国際関係論は， きわめ

て間口の広い学問分野で

あり， それは国際間の①

政治接触， ①経済接触，

③文化接触を包括的に研

究することが要請される

と同時K， 国際政治学， 国際経済学， 国際コミュ

ニグーション論， 文化人類学， 世界史， 思想史な

どの学問分野をリンクしたl nterdiscipli-

nar y な学問領域をカパーし得る方 法論を必要

とする。しかも， 各研究者は，匡際関係論の礎石

となるべき地域研究学（Erea Studies）を

身Kつけたうえで， ＠資料研究（Text Cr 1-

ti que ), ＠情報検索（Deta and lnfor

rm a t i o n Su r v e y ），θ現地実態調査（Fie

Id Wo rk）の有機的な綜合Kよる肉づけをbζ

なわなければならず， さもなければ， 折角の学問

も空理空論'fCかわってしまう。とのようK考えた

とき， 国際的封ill語としての英語はもとよb， 各

専攻地域の語学に塔能であること は， 当然の必要

条件になる。私が， 本学は他大学ではなし待ない

もっとも有利な勉強環境Kあるといったのは， ま

さκこのような意味に沿いてであD， 生易しいも

のではないがそれだけにやりがいがあるといえる

のである。諸君の努力K期待するゆえんである。

最後に一言。よく新入生Vてたいしては，I受験勉

強から解放されて」とか， 「無味乾燥な受験勉強

とちがった学問を」というととが， いわれる。た

しかK今日の受験体制下κ訟ける勉強は学問の本

質から大きくかけはなれた側面がないではない。

だが， 私はいささか異なった意見をもっている。

諸君が多感な背春期を賭けて日夜励んできた受験

勉強の成果は， やはbそれなりK資重なものであ

り， その成果を全面的K放棄するのでなく， 今後

の学問の場K接続させ， 活用することζそ必要な

のであP， また， そうしてとそはじめて受験勉強
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が意味あるものK転化され得るのではなかろうか。

私自身のささやかな体験を述べるなら， 受験時代

K， 赤や背のアンタ・ーラインや書きとみで汚れつ

くされた一冊の世界史の参考舎は， 大学生活K辛子

いても基本的史実の理解に役立ったし， 大学院の

受験K際しでもそのまま利用するζとができた。

今日でもしばしばページをくっては， 甘酸っぽい

青春期の追憶とともK役立てるととがある。もと

よD， →1骨の参考i!fだけで学聞が可能であるはず

はなく，それに数十倍，数百倍する読書が伴うべきで

あるが， その一市昔の参考書は， とうしてはじめて

受験のためのみの箆織から解放されたのであった。

その意味でも 諸君はいま， もっとも有利な地点K

立っているといえるのではなかろうか。

悔いなき青春を

経済学教授 山 田 克 己

新入生諸宕， 合J協なめでとうどざいます。長い

間の苦しい受験勉強の後だけに， その喜びは絡別

のζとと思います。そしてまた大学生活への期待

も大きいととでしょう。

とζろで， 例年新学期が始まると大学K対して

失望をもらし始める諸君が少〈ないようK思われ

ます。 それは， ひとつには乙れまでの学校生活と

ちがい， 大学では講義の内容が急K難しくなり，

しかも一方的κ講義が進められてゆき， 諸君との

聞の交流がない， といったようなととが原因のよ

うです。私Kも経験があPますが， 講義題目をみ

ると面白そうなのK， 教室K出てみると学生の方

をろくに見もせず， ただノートや教科書を読み上

げるだけという耕袋が多し がっかbしたととを

想い出します。もちろん， 本学ではそれ程のとと

はないと思いますが， そのような場合でも， つま

らないとか難しいとかいうのは講義をき〈側の態

度K問題がある場合が少な＜ <b Pません。ど，んな

名精義であっても， 何も挙備なしK出席し， 漫然

とノートするだけであれば面白〈左るはずはあb

ません。授業の前K， 指定された教科書， 参考持

はもちろん， それらK引用されている文献Kまで

当たってみる位の準備があってはじめて誹議も面

白〈理解できるようKなるのです。

とはいっても， すべての学科についてとのよう

な準備をすることは不可能でしょうから， そζκ

学科の選択が行われるのは自然、でしょう。ただ，

あまb早い時期K十分な検討もなし K学科の選択

を決めてしまわないよう望みたいと思います。

次K， 長い間の無味乾燥な受験勉強から解放さ

れて， 新しい大学生活K対する期待にみちている

との時期ire' しばらく自らの内面をふD返ってみ

るととも必要であろうと思います。一体諸君はζ

の大学に何のために入ってきたのでしょうか。 た

だがむしゃらκ勉強して良い成績をとP， 一流の

会社に就職すれば満足なのでしεうか。bそらく

そうではないと思います。大学K入学できてほっ

とした今， 自分が何のためK何を求めて学ぶべき

かをふと立ち止って考える諸君も多いと思います。

その時， ζれから諸君が手にする社会科学書や思

想容がその手がかDを与えてくれるζとでしょう。

それらの昔物ととD組み， 先人がどのように社会

を把え， どのように生きたか， を辿るζとVてよっ

て， 今日の混乱した社会に強〈生きる勇気と方法

を身κつけることができるのではないでしょうか。

そして， そうした主体的な問題意識との関わ!I ire 

bいてはじめて講義にも興味が湧いてくるでしょう。

いろいろな制度的指｜肋ゃ不備のあるととを承知の

上で， 諸君の折角の努力を望んでやみません。

以上， いかKも固苦しいζとばかり述べてきま

したが， 大学生活はもちろん勉強だけがす べてで

はあDません。 ζ れからクラスやゼミの歓迎コン

パもさかんになるでしょうし， 部やサークノレK所

属し課外活動K打ち込む諸君も出て〈るζとでし

ょう。そうした機会κ良き友を見つけ， 生涯Kわ

たる交友関係を築〈ζとも大切です。一度しかな

い大切な背春を侮な〈生きるよう望んで鋒を捌く

ととにしましょう。
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新入生緒:nを迎えて

過去から未来へ

銃入生持活陀望む
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